


玉木代表の主な視察範囲

 玉木雄一郎代表は1月15日（月）、石川
県七尾市、金沢市、かほく市、内灘町な
どを訪問し、令和6年能登半島地震の被
害と復旧状況を視察しました。
　被害が深刻な奥能登地域以外にも甚
大な被害が出ています。特に今回訪れ
たかほく市や内灘町などでは「液状化
現象」の被害も甚大です。
　また、七尾市の茶谷（ちゃたに）市長
と面会した際には、七尾市内の上下水
道の復旧が最優先の課題であるとの要
請がありました。日常生活や医療体制
にも大きな影響が出ていることに加え、
七尾市は能登地方の復旧拠点となりう
る場所であり、玉木代表は「水道管の地
上敷設など、ありとあらゆる手段を使っ
て断水の解消に努めるべきだ」と述べ、
「党としても最大限政府に働きかけて
いく」と応じました。　　　　　　　
　視察では、石川県内の停電の復旧作
業を懸命に行っている後方支援拠点も
訪問しました。玉木代表は、全国から集
まった作業員に感謝の意を示すととも
に激励を行いました。その際、現地の復
旧作業員用の仮設トイレが、し尿の汲
み取りが間に合わず使用不可の状態が
続いているとの説明を受け、復旧に向
け最前線で取り組む作業員への支援体
制拡充の必要性も再確認しました。
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